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目的　平均寿命の決定要因を解明するために，世界各国の平均寿命のデータを目的変数，多種多様
な指標を説明変数として用い，非線形回帰分析手法であるサポートベクターマシン（SVM）
により解析する大規模実証分析を試みる。

方法　世界161カ国の平均寿命について健康，経済，政治・社会，教育・文化，地理・環境の 5分
野の42種の指標を用いてSVMモデルを学習し，感度分析法により指標を最適化した。

結果　13種の指標で世界161カ国の平均寿命を平均二乗誤差（RMSE）2.39，決定係数（Ｒ2）0.926
という高い精度で再現するモデルを作成できた。

結論　13種の要因の中では乳児死亡率や医療費等の影響度が全体の過半を占め，長寿には健康要因
が最も重要であることが明らかになった。

キーワード　平均寿命，決定要因分析，非線形重回帰分析，サポートベクターマシン

Ⅰ　緒　　　言

　近年，健康の社会的決定要因の解明が世界的
に注目されている。その背景には，経済のグ
ローバル化が進展し，世界の多くの国で絶対的
な貧困層が減少する1）一方，人口の高齢化が進
行し2），次の課題は健康問題と考えられている
からである。社会的な最貧層に近いほど多くの
疾病が見受けられ，平均寿命は短く，世界の最
長寿国と最短寿国とでは40歳以上の健康格差が
存在している3）。20世紀後半以降，人類の健康
や病気が遺伝的特質等の先天的要因だけでなく，
経済，社会，文化，環境等の後天的要因によっ
ても影響されることが広く認められるように
なった。WHOは健康の社会的決定要因に関す
る意識の向上を目的として，2003年にSocial 
Determinants of Health：The Solid Factsの第
2版4）を，2008年には最終報告書Closing the gap 
in a generation：Health equity through action 

on the social determinants of health5）を公表し
た。これらの報告書では，健康の社会的決定要
因として，社会格差，ストレス，幼少期の教育，
社会的排除，労働条件，失業，社会的支援，薬
物依存，食品，交通の10項目をあげている。
　健康の社会的決定要因についてはいくつかの
レビューがある6）-12）。また，統計学的手法を用
いて決定要因を解析した先行研究では，平均寿
命を目的変数，いくつかの指標を説明変数とし，
線形重回帰（Ordinary Least Squares，以下，
OLS）により決定要因を探索している13）-24）。し
かし，論文によって解析対象の国と説明変数の
範囲が異なるため，決定要因の種類やその影響
度について全く異なる結果が報告されている。
解析対象の国については，1カ国（例えば日本の
み）17），OECD加盟国16），被援助国13）14），あるい
は地域（例えばアフリカのみ）20）24）のように対
象を限定した研究が多く，世界中の多様な国を
解析した研究は少ない。最多の国を解析してい
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るのはBerghら21）であるが，国数は92カ国にす
ぎず，また説明変数が国民 1人当たりの国内総
生産（GpC），教育年数，医師数等で説明能力
に欠けているためか，平均寿命の予測値と実測
値との回帰決定係数（以下，Ｒ2）が低い。また，
説明変数についても経済指標（GDPやGpC）の
み7）8）10），あるいは経済指標と健康指標（医療費
や乳児死亡率）のみ16）18）20）のように，少数の説
明変数に限定した研究が多く，多数の候補指標
の中から決定要因を探索した論文は見当たらな
い。このように解析対象や説明変数を限定した
研究から得られている決定要因は一般性の点で
疑問がある。
　さらに，先行研究では解析手法としてOLS等
の線形回帰分析が用いられているが，多くの先
行論文におけるＲ2の低い一因はOLSの適用に
あると考えられる。なぜなら，各種の指標と平
均寿命との関係は一般に線形ではなく，複雑な
相関関係を示す指標が多いからである。このよ
うな複雑な事象に対して 1つの対処策と考えら
れるのが人工ニューラルネットワーク（Artifi cial 
Neural Network，以下，ANN）25）-27）の適用であ
る。ANNは人間の脳が学習する仕組みをコン
ピュータ上で実現するものであり，OLSと異な
り，目的変数と説明変数の間の関係式をあらか
じめ仮定する必要がなく，あらゆる相関関係の
解析が可能である。しかし，ANNは解析能力
が高い反面，過学習や局所解等，多くの問題が
あるため，最適なモデルの構築が難しいことが
指摘されている28）-30）。一方，近年注目されてい
るサポートベクターマシン（Support Vector Ma-
chine，以下，SVM）31）-33）はANNと同様の非線
形解析手法であるが，カーネルと呼ぶ非線形関
数を用いて写像した後，線形解析を行うことに
より，ANNと比較して飛躍的な高速処理が可
能になる。また，SVMでは最適解が一義的に
求まるため，ANNで深刻な局所解の問題がな
い。そのため，データ解析手法として現時点で
は最も有効な方法とされ，ANNでは解析不可
能な大規模問題にも適用されている。しかし，
ANNやSVM等の非線形回帰手法を平均寿命の
決定要因解析に適用した研究はない。

　そこで本研究では，世界161カ国の平均寿命
のデータを目的変数とし，健康，経済，政治・
社会，教育・文化，地理・環境の 5分野の42種
の指標を説明変数として用いてSVMにより解
析し，変数最適化により多数の指標の中から平
均寿命の決定要因を探索する実証分析を行った。
筆者の知る限り，平均寿命の決定要因について
本研究のような大規模データを用いて精密な解
析を行った先行研究は見当たらない。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　平均寿命および各種指標のデータ
　平均寿命および各種指標のデータは出典によ
り様々な数値が存在するので，本研究では複数
のデータ源から入手したデータをクロスチェッ
クし，信頼性が高いと思われるデータを採用し
た。平均寿命（男女の平均）は最新年の161カ
国のデータをWHO34），国連（UN）35），世界銀
行（WB）36）等のホームページから入手した。
161カ国の内訳は先進国40カ国，途上国121カ国
であり（先進国・途上国の定義はWBによる），
また，最長寿国の日本（平均寿命83.9歳）から
最短寿国のスワジランドおよびギニアビサウ
（平均寿命50歳）まで様々な平均寿命の，かつ
世界の全地域の国々が網羅されている（平均寿
命の最小値としてはスワジランドの31.9歳があ
るが，この数値は他のデータ源の数値より著し
く低いため採用しなかった。また，世界最長寿
国はモナコの89.7歳であるが，同国は以下の説
明変数の一部が欠落しているため，解析対象に
できなかった）。本研究では，平均寿命の決定
要因としてできるだけ一般性の高い結果を得る
ために，これら161カ国を一括して解析したが，
先進国と途上国，あるいは地域別のように分割
して解析する方法も考えられる。しかし，次に
記すように，説明変数として42種もの指標を採
用したので，モデルの頑健性（一般に重回帰分
析では説明変数の 3倍程度以上のデータが必要
であるとされる）の点から一括モデルを採用し
た。
　説明変数については，WHO等の報告や多く
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の論文で検証されていること，世界中の多数の
国についてデータが入手可能であること等の理
由から，表 1に示す42種の候補指標を採用した。
ただし，WHOの報告書46）等において平均寿命
と乳児死亡率が健康水準を表す指標として用い
られているため，乳児死亡率を説明変数に取り
上げた点には異論があるかもしれない。しかし，
平均寿命と乳児死亡率との相関を調べると，
161カ国全体での相関係数は－0.932と高いが，
平均寿命70歳以下の54カ国では相関係数は
－0.740に低下し，平均寿命と乳児死亡率とは
関連が低い。そこで，本研究では乳児死亡率を

説明変数に採用したが，先行研究においても乳
児死亡率を説明変数に採用した論文はある12）22）。
以上の指標の内，人口当たりの数値が算出でき
るものはその数値を用いた（表 1）。表 1に示
す各指標の記述統計量からわかるように，指標
の中には分布の偏りが大きいものがあるので，
対数関数等を用いて最大値と最小値の間にでき
るだけ均一に分布するよう変換し，数値 0と 1
の間に規格化して解析に用いた。なお，説明変
数が42種もあるため，変数間の相互相関係数は
紙面の都合上，掲載しない。ただし，SVMに
よる解析ではOLSと異なり，変数間に強い相関

表 1　使用した目的変数（平均寿命）と説明変数42種の定義，単位および記述統計
分野 指標 定義2）（単位） 平均 S.D. 最小 最大 歪度 文献番号

平均寿命 0歳児の平均生存年数 34，35，36

健康 乳児死亡率3） 1,000出産当たりの生後 1年未満の年間死亡数  32.1  29.3   2.4 117.4 1.01 35，36
健康 出生率3） 1,000人当たりの年間出生数  21.8  10.6   8.2  50.9 0.71 36，37
健康 自殺率3） 10万人当たりの自殺者数   9.69   7.13   0.10  35.10 1.06 34，37
健康 医療費3） 1 人当たりの医療費支出（103＄）   1.24   1.54   0.00   8.96 2.07 34，36
健康 病床数3） 1,000人当たりの病院のベッド数   3.15   2.58   0.00  14.00 1.24 34，36
健康 医師数3） 1,000人当たりの医師の数   1.60   1.38   0.01   5.44 0.59 34，36
健康 喫煙率3） 日常喫煙者の全人口に占める比率  21.7   8.1   6.0  44.2 0.30 34，36
健康 飲酒量3） 1 人当たりのアルコールの年間消費量（litre）   5.89   4.71   0.01  21.13 0.60 34，37
健康 摂取カロリー3） 1 人当たりの 1日平均摂取カロリー（103kcal）   2.89   0.50   1.60   3.83 0.01 38
健康 脂肪摂取量3） 1 人当たりの 1日平均脂肪摂取量（ｇ）  80.6  36.5  12.0 167.5 0.56 38
健康 肥満度3） BMI30以上の国民の比率  16.2   9.8   1.0  57.9 0.52 34，37
健康 婚姻率3） 1,000人当たりの年間婚姻届出件数   5.86   2.67   0.20  16.70 0.98 35，37
健康 離婚率3） 1,000人当たりの年間離婚届出件数   1.53   1.15   0.01   6.88 1.45 35，37
健康 信仰度3） 宗教を重要と考える国民の比率  75.9  22.2  21.6  99.5 -0.86 39
経済 国内総生産3） 1 人当たりの国内総生産（103＄）  16.5  17.4   0.4 103.9 1.82 36，40
経済 経済成長率 国内総生産の対前年増加率   3.69   2.91  -1.80  23.19 2.23 36，40
経済 税収 税収の国内総生産に対する比率  29.7  11.9   6.6  70.3 0.83 36，40
経済 家計資産3） 各世帯の家計が保有する資産（103＄）  39.3  71.7   0.1 426.8 2.51 41
経済 家計消費3） 各世帯の家計の 1年間の消費金額（103＄）   4.08   5.51   0.00  26.80 1.86 36，37
経済 ジニ係数3） 所得分配の不平等さを測る指標  40.3   9.2  24.2  68.6 0.69 35，36
経済 貧困率3） 所得が低い貧困層の比率  28.2  19.4   2.8  80.0 0.82 35，36
経済 失業率3） 労働力人口に対する失業者数の比率  12.5  11.0   0.6  68.6 2.22 35，40
経済 高齢者労働率3） 65歳以上の経済活動人口の比率  36.4  24.1   0.9  83.5 0.35 42
経済 穀物自給率 穀物の全消費量に占める国内生産量の比率  73.4  56.3   0.0 264.0 0.90 38
経済 自動車保有台数3） 1,000人当たりの自動車保有台数 218.1 220.6   2.0 797.0 0.89 35，36
政治 軍事費3） 1 人当たりの軍事費支出（＄）  37.6  67.9   0.0 568.9 4.45 36，43
政治 兵士数3） 労働力人口に占める兵士数の比率   1.33   1.49   0.00   8.97 2.40 36
社会 殺人件数3） 10万人当たりの殺人件数  10.1  10.8   0.7  65.2 2.00 34，35
社会 犯罪率3） 10万人当たりの犯罪認知件数   2.68   3.22   0.01  13.55 1.63 35，44
教育 教育費3） 1 人当たりの教育費支出（＄）  87.1  94.2   1.1 459.5 1.53 35，36
教育 識字率3） 15歳以上の人口における識字率  83.6  18.8  22.4  99.9 -1.31 35，36
教育 知能指数3） 知能検査による精神年齢の暦年齢に対する比率  84.6  11.5  59.0 106.0 -0.23 45
教育 就学年数 初等教育から高等教育までの平均就学年数  11.5   2.7   3.9  17.9 -0.56 35
教育 大学進学率3） 大学入学者数の入学相当年齢人口に対する比率  32.6  26.3   0.8 102.4 0.56 35，36
文化 インターネット普及度3） 100人当たりのインターネット利用者数  43.0  29.6   1.3  97.8 0.13 35，36
地理 平均緯度 国の平均緯度  26.4  17.3   0.0  64.0 0.28 36
環境 都市人口率3） 都市域に居住する人口の比率  56.3  23.1  10.7 100.0 -0.12 35，36
環境 自然保護率 自然保護地域の国土面積に対する比率  12.6  10.0   0.0  53.7 1.16 35，36
環境 森林面積3） 1 人当たりの森林面積（㎡）  12.8  31.8   0.0 282.9 5.75 36，38
環境 水道普及率3） 水道等で水にアクセス可能な人口の比率  86.8  16.1  40.0 100.0 -1.29 34，36
環境 電化率3） 電気にアクセス可能な人口の比率  74.1  33.7   3.0 100.0 -0.92 35，36
環境 大気汚染度 大気中のPM10の濃度（㎍/㎥）  47.4  31.9   6.0 166.0 1.52 34，36
注　1）　S.D.：標準偏差。
　　2）　各指標のより詳細な定義については各データベースのホームページを参照されたい。
　　3）　人口当たりの数値を使用。
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がある場合でも解析可能であり，多重共線性問
題は発生しない。

（ 2）　サポートベクターマシンによる解析
　本研究では非線形回帰分析手法であるSVM
を用いて161カ国の平均寿命と42種の説明変数
のデータを解析した。SVMのソフトウエアは
LIBSVM ver. 3.1147）の回帰機能（Support Vec-
tor Regression，SVR）を，カーネル関数はRBF
（Radial Basis Function，動径基底関数）を用
いた。LIBSVMのSVRではg（RBFカーネルの
gamma），c（cost），p（Loss Function のε）
の 3種のパラメータの最適化を行い，モデルを
構築する必要がある（SVMの原理や用語の意
味については成書31）-33）を参照されたい）。また，
一般に重回帰分析では，有効でない説明変数を
追加すると過学習状態に陥り，学習セットに対
する誤差は減少するが，予測セットについての
誤差は増大する。したがって，必要最小限の説
明変数を抽出する操作「変数選択」が不可欠で
ある。本研究において平均寿命の決定要因を探
索するためには，上記42種の説明変数の中から
最適の組み合わせを探索する必要がある。しか
し，変数の組み合わせを変える度に上記のパラ
メータも最適化しなければならないため，迅速
な変数選択法が必要である。変数選択にはこれ
までに種々の手法が提案されているが，既存の
方法はいずれも迅速性の点で問題があり，本研
究の変数選択法としては採用できなかった。
　そこで本研究では，平均寿命の決定要因を探
索する方法として感度分析法を採用した。この
感度分析法とは，目的変数（平均寿命）に対す
る各説明変数の感度（各変数のみの変動が目的
変数に与える変動の大きさ）を計算し，感度の
低い変数を順次削除しながらSVMモデルを最
適化し，平均寿命の予測値と実測値の平均二乗
誤差（以下，RMSE）が最小となる点を探索す
るという方法である。この感度分析による変数
選択は筆者らの開発した方法であり，様々な問
題に適用され48）-50），その有効性が確認されてい
る。そこで，以下の手順によりモデルの最適化
および決定要因の探索を行った。

① 161カ国をランダムに10群に分割し，第 1群
を予測セット，その他の群をまとめて学習
セットとする。
② まず，すべての説明変数を用い，学習セット
について 3つのパラメータg，c，pをグリッ
ドサーチして，平均寿命の実測値と学習値と
のRMSEの最小点を探索する。RMSEは次式
で計算する。

　　RMSE＝ Σ（Zobsd－Ztrain）
2

N
　 ここでZobsdは平均寿命の実測値，Ztrainは学習
値，Nは学習セットのデータ数である。
③ このモデルに予測セットを入力して平均寿命
の予測値を求める。
④ 第 2 群以下の各群を予測セットとして以上の
操作を10回繰り返す。
⑤ 全データについて平均寿命の予測値と実測値
とのRMSEを求める。
⑥ 各説明変数の感度を求めるために，当該変数
は実際の数値に設定し，その他の変数は全
データの平均値に設定したデータセットを作
成する。
⑦ そのデータをモデルに入力し，全データにつ
いて平均寿命の出力値を求める。
⑧ 当該変数の実測値を説明変数，出力値を目的
変数とする単回帰分析を行い，回帰直線の傾
きをその変数の感度とする。
⑨ 全説明変数の中で感度の絶対値の最も小さい
変数を取り除き，以上の操作を繰り返す。
⑩ 説明変数とパラメータg，c，pの組み合わせ
の中で，全データについてのRMSEが最小に
なる説明変数のセットを平均寿命の決定要因
とする。

Ⅲ　結　　　果

　Ⅱの方法により，全42種の候補指標を絞り込
みつつSVMモデルを最適化した結果，13種の
指標で予測値と実測値とのRMSEが最小となっ
た。その際のRMSEは2.39，Ｒ2は0.926であり，
世界の多くの国の平均寿命が高い精度で再現さ
れている。ただし，先進国では予測値と実測値
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の一致がおおむね良いが，途上国では先進国よ
り誤差が大きい。この原因はいくつかの途上国
で誤差が大きいためであり，特にスワジランド，
南アフリカ共和国，レソト，ジンバブエの 4カ
国はRMSEの 3倍以上の誤差がある。これらの
国については用いたデータ（平均寿命または各
種指標）の信頼性に問題がある可能性が示唆さ
れる。非線形解析手法であるSVMにより得ら
れた以上の結果に対し，同じデータを用いて
OLSにより解析（変数選択は逐次減少法を採
用）すると，RMSEは3.83，Ｒ2は0.794となり，
SVMの場合より予測精度が低下した。また，
OLSを用いて多数国を解析している先行研究で
もＲ2は0.7以下である14）15）21）23）（先行研究では
データ全体を用いてOLSモデルを学習した際の
誤差からＲ2を求めている論文が多いが，本研
究のように予測セットに対する予測誤差から
Ｒ2を求めると，Ｒ2はさらに低くなる。このよ
うに，解析に用いたデータの数，予測精度の評
価法等が異なる場合のモデル性能の厳密な比較
は困難である）。以上の結果から，各種指標と
平均寿命との関係は非線形性が高いため，OLS
では予測精度のよいモデルを得ることが難しく，
平均寿命の決定要因に関して信頼性の高い結果
を得るためにはSVM等の非線形解析手法を用
いることが望ましいと結論できる。

Ⅳ　考　　　察

　最小のRMSEを示した13種の指標が世界161
カ国の平均寿命の決定要因であり，その内訳を

表 2に示す。これらの決定要因すべてについて
考察することは紙面の関係から掲載しないので，
ここでは以下の 2点のみ考察する。第 1は健康
要因の重要性であるが，表 2のように，乳児死
亡率をはじめとする健康指標が 6種も入り，そ
れらの感度から推定される影響度の合計が過半
であることから，長寿には健康要因が最も重要
であるという当然の結果が導かれる。しかし，
本研究ではこれら 6種の指標以外に，喫煙率，
飲酒量，摂取カロリー，脂肪摂取量，肥満度，
婚姻率，離婚率，信仰度の 8指標も候補説明変
数に取り上げたが，これらの指標はどれも感度
（相関係数と異なり，上記のように，感度は他
の指標を固定し，当該指標のみ変動させたとき
の平均寿命の変動から算出されるため，当該指
標の純粋な影響度である）が低く，決定要因に
はならなかった。一方，先行研究では解析対象
が先進国，途上国であるかにより決定要因が異
なっている。わが国の平均寿命の決定要因につ
いては，各都道府県の平均寿命のデータを用い
て解析した研究がいくつかあり，例えば鈴木17）

は健康分野の説明変数として喫煙率，飲酒率，
医師数，病院数等を用いて解析し，決定要因と
して男性では飲酒率と病院数，女性では老人
ホーム定員数を示した。また，Shawら16）は
OECD19カ国の平均寿命を解析し，タバコ，ア
ルコール，脂肪，野菜の摂取量が決定要因であ
るとした。一方，Kabir19）は途上国91カ国の平
均寿命の解析から，決定要因として栄養不足度，
医師数，医療費，出生率等をあげている。これ
らの結果から，先進国では喫煙，飲酒，肥満等
の生活習慣因子が，途上国では医療水準因子が
主要な決定要因になることがわかる。したがっ
て，本研究において生活習慣因子が世界の多く
の国の平均寿命の決定要因にならなかったのは，
解析対象に先進国と途上国の双方が含まれるが，
途上国の比率が高いためと考えられる。このよ
うに，重回帰分析においては，解析に用いた
データの対象やその数（本研究の場合では国の
内訳）によって結果が異なるため，その解析か
ら導かれた決定要因の解釈の際には注意が必要
である。

表 2　決定要因13種の感度
指標 分野 感度

1 乳児死亡率 健康 -0.636 
2 経済成長率 経済  0.234 
3 個人資産 経済  0.225 
4 自殺率 健康 -0.190 
5 病床数 健康 -0.110 
6 都市人口率 環境 -0.090 
7 出生率 健康 -0.078 
8 医療費 健康  0.078 
9 税収 経済 -0.077 
10 医師数 健康  0.069 
11 知能指数 教育  0.060 
12 自然保護率 環境 -0.046 
13 軍事費 政治 -0.046 
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　第 2は経済指標の影響度として，所得格差と
健康との関係に関する相対所得仮説7）8）10）を検証
する。経済指標については最初，所得と平均寿
命の関係が調べられ，貧困国ほど寿命が短いと
いう関係があると報告された。しかし，この関
係は貧困国のみに成立し，先進国では所得が向
上しても寿命は伸びないことが判明した。そこ
で，次に見いだされたのが，所得格差の大きい
国ほど寿命が短いという相対所得仮説である。
しかし，この仮説については多くの反証が出さ
れており，結論が出ていない。本研究のデータ
では，世界161カ国の平均寿命に対して 1 人当
たりの国内総生産（GpC）の相関係数は0.772
と高いが，感度は0.026ときわめて低く，指標
42種の内で上から28位である。一方，ジニ係数
は平均寿命との相関係数（－0.416）も感度
（－0.010で40位）もきわめて低く，相対所得
仮説を支持する結果ではない。この仮説の成否
については，さらに多くの国および説明変数の
データを用いた検証が必要である（平均寿命の
データは世界230以上の国・地域について存在
するので，各種の指標がそろえられれば本研究
よりさらに大規模な解析が可能である）。ただ
し，国民所得は平均寿命に対する直接的影響は
低いが，他の健康，政治，環境，生活・文化等
の分野の水準の向上に大きな影響を与えること
は明らかである。すなわち，GpCに対して教育
費（相関係数0.913），医療費（0.833），軍事費
（0.717）等，相関の高い指標が多数存在する
（ただし，GDPとの相関係数は教育費，医療費，
軍事費のいずれもGpCより低い）。したがって，
経済的要因は平均寿命に対して直接的な影響は
小さいが，間接的な影響は大きいといえる。
　しかし，本研究の結果にもいくつかの課題が
ある。第 1は本研究の結論の一般性の検証であ
る。すなわち，WHOの報告書や先行研究によ
れば，平均寿命を決定している要因には本研究
で取り上げた指標以外に，住居，家族・友人，
余暇・趣味・ボランティア活動等，様々な要因
があげられている。しかし，これらの要因は多
数の国のデータがないため，本研究では採用で
きなかった。したがって，これらの指標のデー

タを何らかの方法で入手して解析を行い，その
結果を検証することが必要であろう。

Ⅴ　結　　　論

　世界161カ国の平均寿命を目的変数，健康，
経済，政治・社会，教育・文化，地理・環境の
5分野の42種の指標を説明変数として用い，
SVMモデルを学習し，感度分析法により指標
を最適化した。その結果，13種の決定要因で世
界161カ国の平均寿命が回帰決定係数（Ｒ2）
0.926という高い精度で再現できること，13種
の指標の中では乳児死亡率や医療費等の健康要
因の影響度が全体の過半を占め，長寿には健康
要因が最も重要であることが明らかになった。
　また，平均寿命に対する経済要因の直接的影
響は低いが，間接的影響は大きいことが明らか
になった。このように，健康の社会的決定要因
は相互に関連しあっており，ミクロ（生物個
体）からメソ（個人・家族），さらにマクロ（国
家・世界）まで複雑な階層構造を形成すると考
えられている7）8）10）。このような階層構造を考慮
した平均寿命の決定要因の分析は本研究の結果
の展開として重要なテーマであり，今後の課題
として検討していきたいと考えている。
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